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③本州， 四国における乳児の突然死の疫学的調査

く分担研究者＞　研究第3部　高　　橋　悦二郎

研究第2部　高　野 陽

は　 じ　め　に

　最近欧米の乳児突然死に関する報告はかなり多くなっ

ているようであるが，我が国に於てはまだまだ少ない。

　乳児突然死の発生頻度は，欧米の報貨によると出生児

350～400名に対し1名の割合とも云われ，又一般に乳児

死亡の内10～20％を占めるとも云われ，その頻度はかな

り高い。一方，我演国に於ける厚生省の死因統計をみれ

ばp　O才児の頓死（原因不明）として報告されているも

のは，年間たかだか10～20名くらいにしか過ぎない。果

して乳児突然死は我が国では余り見られないのであろう

か。

　死亡診断魯に心不全とか窒，慰，肺炎の疑等と轡かれて

いるものをよく検討してみると，それ等の中には明らか

に乳児突然死と考えられるものが少なくない。このよう

な点を考慮に入れ，．内藤，松島は昭和47年束京都，埼玉

県・川崎市及び札幌市にあける乳児突然死の症例を報告

し，その発生頻度を乳児人口1万人対5．6人（出生児1769

名に対し1名）とした。私達は更に昭和48年度北海道全

導，並びに九州全蛾昭和49年度本州及び四国全県の乳

児突然死例を調査し，その発生頻度や，突然死の発生に

及ぽす条件等を種々検討した。

UNEXPECTED　INFANT　DEATH（S．U．1．D，）又は

UNEXPECTEDSUDDENDEATHININFANTの
定義を採用した。

　即ち生後8日目～365日（満1才）迄の期間に，一見

元気に見えたものや，最後の疾患が死亡する程重くない

のに，死亡している状態でみつけたか，死亡しかかった

状態でみつけて，病院に着く迄に死亡したか，到着1時

問以内に死亡したものを云う。

　②厚生省統計情報部の協力を得て，乳児死亡小票から

対象児を選出した。

③乳児死亡小票のうちから，たとえ死亡診断名は突然

死ではなくても，明らかに突然死と考えられる群⑭，突

然死の疑が濃厚なもの㊥，突然死が疑われるもの㊤と，

突然死が否定できるe群に分けた。

　その根拠は死亡診断名，発病から死亡までの時間，状

況欄記載事項等を参照した。

2）乳児突然死発生頻度

　選出した突然死例⑭群，∈）群，㊤群について，その地

域の対象母数に碁づいて発生頻度を算出した。

3）突然死発生頻度と共に・死亡小票から突然死の発生

に関連のあると思われる因子の分析を行なった。

n．調査成績
1． 調査方法「

1）対象児の選出方法

　①乳児突然死 SUDDEN　INFANT　DEATH（S。LD．
と略）とが， SUDDEN　INFANT　DEATH　SYNDROME
（S・1・D・S・）と呼ばれるものの中には，先天性心疾患に

伴う突然死や・喘息に伴うもの，M，C．L．串．に伴うもの

等いろいろあるわけであるが，ここではS．1．D．S．の定

義として，R・STRIMERのいう，いわゆるSUDDEN

1〉乳児突然死の頻度

　①乳児突然死の発生頻度を全体からみると，第1表の

如くである。即ち昭和49年本州，四国，全都府県に於け

る出生総数は1，708，651名， 乳児死亡数18，206名，乳児

突然死数は1，164名であった。

　従って乳児突然死は乳児死亡の・6．4％，乳児人口1方

人対6．8人であり，出生児1，468名に1名の割で乳児突

然死がみられた。
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第 1裏　S．1、 D，発生頻度（昭和49年　本押・四国g全都府県）

咋聯畷S罪s欝点獄艦議　壽藷＆　齢
㊥ ㊥、 ㊤

：男　880ジ658　634 7．2　　　　　1，389，1 　．4呂4 4．9　　130 1，5　　．70 0．8

女827，993530
6。4　　　　　　1，562，3　　　．340 4．1　、112 1．4　　78 0．9

計1，708，65L　1，164 6．8、　1，467．9、 7？4
　　　　　　．ビ
4，5　　242　　　 1，4　 　148 0．9

一◎s泊・L臥を⑭癖，㊥群，㊤群の年群に分けてみう妬　：

第1 表に示すよラに男では⑭群434名（1万人対4，9），

①群130名（1方人対1，5），1 ㊤群70名（1万人対0，8）1，

男女一緒にして⑭群は774名（1万人対4・5） であ？た。 i
48年度北海道全道，九州全県を調査した際も・明らかに・

突然死と考えられた⑭群では，男のS，1・D・数は1万人

対5．4，女は1万人対4．1，男女一緒にして1万人対

4．8人で，ほぱ今回の調査と同様の成績を示レた。 r』一
2）乳児突然死の発隼に関係ある条件1

　①性　　 差

　第1表にみられるように，1万人対．SJ，D・数でみると，

男幅妬4でやや跡多く｝鱗の敷をみても男
・万人解9汝・万人対狙で嘩擁男子に多いよ、う

である。

②地域差
県別亀LLL発隼頻度をみると・最も多いのは福島県

の
1、万人対工0．lol次いで茨城県の1万人対9，4，最も、

少ないのは新潟県の 1万人対 3・3，次いで徳島県の1万

人対4．1となっている（第2表一①②③④）

i第2表　県別発生頻度（昭49年）

出生紘 s，1．轍 ラ舗甑艶短駅羅傭
青　　森　男

　　　　女
　　　　計』

12・732

12，358

25，090

12　　9，4
9．　　7．3

21　　　8．4

1，06L 0　8　6・3　4　3・1 0　0・0

1，隅・154・0 2L6　21・6
1，194．8　13　5、2　6・　2．4　2　0・8

岩　　手男，

　　　　女
　　　　計

11，β00

10，997

22，597

12

9
21

10，3

8．2

9．3

　966．』7　9　7。8　1　0。9』　2　1・7

1，22年．3　7　6、4　1　0・9　1　0・9
1，076．0　16　7，1　2　0・9　3　1・3

宮、　城　男

　　　　女
　　　　計

17，168

16，498

33，666

14

17

31

8．2 　　1？226，3

1照1970・5
9．2　　1，086．0

9　　　5．2　　　2　　　L2　　　3　　　1，7

9　5，5　3　1．8　5　3・0
18　5，3 　5　1．5　8　2・4

秋 　田　男

　　　　女
　　　　計

9，168

8，635

17，803

10

4
14

10．9　　　916』8

4， 6　 2，158，8

7．9〆1，2ブL6、

8　8，7　 1　1．1　1　1・1
3　3．5　1　1．2　0　0・0、

11　　　6．2　　　2　　　LI　　　l　　　O，6

山 　形　男一

　　　　女㌧

　　　　計

9，303

8，928

18，231

7
4

11

7，5 　1”329．0

4．5　　2，23260

6．0　． 1，657｝ 4

6　　　6．4　　　1　　　1．1　　　0．　　0、ρ．

2　2．2　2　2，2　0　0．0
8　6，0　3　1．6 、　0　0．0
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福　　　島　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計、

16，912

5，972

2，834

18

533

10．6
．4

0．0

　939．6

，064．8

996．5

10　　5．9

　　3、8

6．　4．9

1　　0．6

　　2．5

　　1．5

7　　4．1

　　3，1

2　　3．6

茨　　　城　男
　　　　　　　　　　女’

　　　　　　　　　　計

21，912

0，562

2，474

25

540

11．4
．3

．4

　876．5

，370．8

，061．9

18　　8．2

　　2．4

23　　5．4

4　　　工．8

　　　1．9

　　1．9

3　　1．4
　　2．9

　　2，1

栃 　　木　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計

16，113

5，105

1，218

10

424

6．2

．3

．7

1，61L31

，078．9

，300．8

7　　4，3
　　4．0

3　　4．2

3　　　1．9

　　4，0

　　2．9

0　　0，0
　　1．3

　　0．6

群　　　馬　男

　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計

16，315

5，634

1，949

12

123

7．4

．0

．2’

1，359．6

，421．3

，389．1

9　　5．5

　　3．8

5　　4．7

2　　1．2

　　1，3

　　　1．3

1　　0．6

　　1，9

　　工．3

埼　　玉　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計

52，829

9，752

02，581

39

473

7．4

．8

．1

1，354．6

，463．3

，405．2

24　　　4，5

18　　3．6

2　　4．1

9　　1．7
　　1．6

7　　1．7

6　　　1．1

　　1．6

4　　　1．4

千　　葉　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　露十

42，374

9，706

2㌔080

28、

149

6．6

．3

．0

1，513．4

，890．8

，675．1

21　　5．0

4　　3，5

5　　4，3

3　　0．7
　　1，3

　　1．0

4　　0．9、

　　0，5

　　0，7

束　　　京　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計

107，761

01，483

09，244

56

9105

5．2

．8

．0

1，924．3

，071．1

，992．8

39　　3．6

7　　3，6

6　　3．6

15　　　1．4

　　0．9

4　　　1，1

2　　0．2

　　0．3

　　0．2

神　奈川　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計

66，482

2β真8

28，800

36

874

5．4

．1

．7

1，846．7

，639．9

，740．5

28・　4，2

9　　4，7

7　　4．4

3　　0．5

　　0．6

　　0，5

5　　0，8

　　0．8

0　　0．8

新　　　潟　男

　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計

20，055

8，850

8，905

　6

713

3．0

．7

．3

3，342．5

，692．9

，992．7

4　　2。0
　　2．1

　　2．1

1　　0．5
　　　1．1

　　0．8

1　　0．5

　　0．5

　　0．5

富　　　山　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　計

9，471

，179

8，650

819

8．4

．1

．8

1，183．9

，179』0

，072．2

166・3
　　　1　　1．1

　　7　　3，8

1　　1．1
　　0．0

　　0，5

1　　1．1

　　0，0

　　0．5

石　　　川　男
　　　　　　　　　　女．

　　　　　　　　　　計㌧

10，257

，466

9，723

　7

613

6．8

．3

．6

1，465．3

，577．7

，517．2

6　　5．8
　　5．3

1　　5、6

1　　1．0

　　1．1

　　　工．0

0　　0．0

　　0．0

　　0．0
福　　　井　男　　レ　　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　計

6，503

，445

2，948

　3

710

4．6

0．9

．7

2，167．7

920．7

，294．8

1　　1，5
　　3．1

　　2，3

2　　3，1
　　4．7

　　3．9

0　　0。0
　　3．1

　　1．5

山 　梨　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　計

6，172

，948

2，120

4　610

6．5

0．1

．3

1，543．0

991．3

，212．0

2　　3』2

　　3，4

　　3．3

2　　3，2

　　0．0

　　1．7

0・　　0，0

　　　6．7

　　3，3

畏　　　野　男
　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　計・

17，652

6，500

4，152

10

727

5．7

0．3

．9

1，765．2

970．6

，264．9

4　　2．3
0　　6．工

4　　4。1

3　　1．7
　　1．8

　　L8

3　　1。7

　　2，4

　　20
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岐　　　阜　男

　　　　　女
　　　　　計

17，377

6，220

3，597

13

629rr

7．5

9．9

8．6．

1，336．7

1｝013．8

，158．5 22、．

9　1　5．2

3　8．0

　6，5

0　　0．0
3 ．1．8

31　　0．9

4　　2．3
　　0，0

　　1．2

静　　　岡　男．

　　　　女
　　　　　計，

31，607

9，456

1，0す3

21

637

6．6

5．4

L1

1，505．1

，841．0

1，650、4

171　　5．4．
1［ 　3．7
8 』　 4．6

2　　0．6
3r　　1．0

5＝1　0．81

2　　rO．6

　　0．7

　　0．7

愛　　　知　男

　　　　　女
　　　　計．

62，456

8β07
20，763

37「

39

6　

5．9

．71

6．3

1，688．0

．495‘1

，589．0

26ご 　4．2

8．　4．8
41■

　　　．、8－　　1．3

　　8　1．4
．5 16 　1．3

3　　α5
　　0．5

－　　0．5

三　　　重　男．

　　　　女．

　　　　計』

14，084

3，339

7，423

14 9．9

15置2二

7．7

：1，006。0

1，905．6

，305．9

7 　5．0
％　　3．0

1だ　4、o

　6r　4．3
2　1，5

fl8　　2，9

1　　0，7

　　0．7

　　0．7

滋　　　賀　男

　　　　女
　　　　　計

9，405

，898

8，303

9・

161

9／6

7．9

．7

工，045．0

1レ271，1

，143．9

7； 　7．4
5　　516
2 　6．6

’1 、　1，1

11　　1．1

2 　1．1

rl　　L

京　　　都　男 22β60
LO78

3，438

11

14

5

4．9’

6．6

5．8

2，032．7

，505．6

1，737．5

5　　2．2
11　　 5，2

6－r．3．7

1、2 』0．9

2・1　0．91

r41　0．9．

、4　　L8
　　0．5

　　　1．2

大　　　阪　男

　　　　女
　　　　計

85，792

9，768

65，596

70

6・126

8．2

．0

6

1，225．6

．424‘4

，314．0

45　 　5．2

3　　4．1
78　　・417

20　　2．3

3　　　1．6

r33　　－2．0

5　　0．6’

0　　1．3
5　　ro．9

兵　　　庫　男

　　　　女
　　　　計

48，317

5，030

3β47

44

569

9．1、

ど6

．4

1，098．1

，3σ1』2㌧

β52．
9’

　　　　
　㎏1、

33』1－6．8

16・3≧6、
『49∫． 1』5．2．

　1Q　　2．1
』’

　　1．8

∫18 　1．9．

1一”0◆2’

1’r　O’2

2　　＝0一・2

奈　　良　男

　　　
女　　　　、計。

　10，104
9，419

、19，52竃

　5 4， 9
6． 45ず6

2，020．＄

，56918』

，7ク4．8

　4 ・41σ

r31》
ン7』」L 3；6、、

　　　1ド　　1。0・

ガ 3・　3．2・

　　4　　2．Q

01　 α〇一r

　”10チ0㌃

1』 0．Q二

和二款 山』男一

　　　二女一

　　　　計

9ジ294

，602

7，896

、9『

6こ

5

9．7

．0

．4

1，032．7

，433．7

193．1

　6　　　6，5

、5・　、5，8

11　　6。1

2　　2．2
、1 　1．2

3　

二1

1』1

、”
ボO

1．
　0。6　　　一、

　r

鳥　　　取L．男．

　　　　女
　　　　計

4，652

，378

，0呂0

347

6．4

．1

．8

1，550．6，

，094．5

，290．0

［2　　4．3 1

　6　　6。6

0．　 0．O

　 0・0

　　0．0

1 ．12よ

　　・0，0－

　　1。1

馬　　根　男

　　　　女
　　　　計

5，919

，490

1，409

437　．

5．5

．1

6．8 1，479．8

　1，830．0

　1，629。9

2　　3．41

　　3．6

　 3，5

・0 ・0．0

　　1．8

　　0．9
、

2　ド

r118

岡　　　山　男

　　　・
女　　　　　計

16，076

5，297

1，373

12

8・

20

7．5

．2

6．4

1，339．7

，912．1

1568．7

　9　　5，6

8・・　5．2　．

17・　　5．4

2　　1．2』

　　0』01
　 016き

1一　〇．6
b　lO二〇一11　　013

．広　　　島、、男

　　　　女：

　　　　計

25，873

24，449

50，322

27、

17

4：

、10．4

．7

　　．　958．3　・18．

。0、 L438．2『12．

　1，143．7．30

7．0

．9

．2

7　　2。7・

　　1．6』

11　　2．21 ：

2　i　o孟8

・i．0｝4

3卜6乙6

r
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山　　　口　男

　　　　　　女

　　　　　　計

13，084

2，018

5，102

13

20

9．9

．8

．0

1，006．5

，716．9

，255．1

7　　5．4
　　4．2

2　　4．8

6　　4，6

　　0，8

　　　2．8

0　　0，0

　　0．8

　　0．4
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一般に寒い地域に多いといわれ，昨年調査の北海道と

九州を比べ静ぱ，北海道の方が多かったが，今回の調査

で最も多いのは福島県で東北地方であるが，最も少ない

のも新潟県で寒い地域に特に多いとは云えない。然し，

概して表日本よりは裂日本，又東北地方にやや多い。⑭

群で地域差をみても最も多いのは岩手県（1万人対7．1）

で，最も少ないのは新潟県（1万人対2，1）であった。

　②季節差
第1図並びに第3表一①②③④に示すように，季節別

S，LD・発生状況をみると，2月と7月にビークがある、

昨年北海道に於ける⑭群の調査では工月17．2％，8月

15，6％で矢張り同様の傾向がみられた。

第1図　季節別S・LD・発生（昭49．本州・四国）
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6ヵ月迄の乳児が全体でみると83．3％を占める（第4
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18．2
8．3

10．3
8．7

7．4

6．2

8．7

6．2

6．2

5，8

6，6

0，0

計
・3・1…，・11121・・…12421・・…

∫i

1∫
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　　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

第3表　地域別・季節別s・L　D・発生一④　〔±群〕　

第12集

　1月
　2
　3
　4
　5

　6
　7
　8
　9

10

11
12

記なし

束　　　　北

N筋N女％騰
2　　15．4　　　2　　　5．4

538．5　538．5
1　　7．7　　2　　15．4
0　　　0壁0　　　1　　　7．7

0　0．0　0　0．0

2工5，4　215．4
0　0，0　0　0．0
0　0．0　0　0．0
1　　7．7　　　1　　7．7

「0　0．0　0　0．0

1　　7．7　　0　　　0．0

1　　7．7　　0　　　0．0

0・　0．0　0　0．O

4 15，4
10　38．5
3　11．5
1　3．8
0　0．0

4『15．4
0　0．0
0　0．0
2　7．7
0　0．0

1　 3．8

1　3．8
0　0．0

N
3
8
2
2
0

1
1
0
0
0

4
0
0

男

％

14，3
38．1
9，5

9，5

0．0

4．8

4．8

0．0

0．0

0．0

19．0
0．0

0．0

関
IN 女

東

％

13．8
10．3
13．8
3．4

3．4

6．9

17．2
0．0

6．9

13，8

3．4

6．9

0．0

IN

7
11

6
3
1

3
6
0
2
4

5
2
0

計

1％

14．0
22．0
12．0
6．0

2，0

6，0

12，0
0．0

4．0

8．0

10．0
4．0

0．0

N
1
3
2
0
3

0
0
0
0
0

2
3
0

男

％

7，1

21．4
14．3
0．0

21，4

0．0

0，0

0，0

0，0

0，0

14．3
21．4
0．O

中

女

部

2
4
3
0
2

1
3
0
0
0

0
1
0

12．5
25．0
18．8
0，0

12．5

6．3

18．8
0．0

0．0

0．0

0，0

6，3

0。O

計

N　％
3　10．0
7　23．35 16，7
0　0．0
5　16．7

1　3．3
3　10，0
0　0．0
0　0．0
0　0．0

2　6．7
4　3．3
0　0，0

計 1311・…1131・…1261・・…1211・・…12gI1・…15・11・・…411・…1161・・…13・1・・…

近　　　　畿 中　　　　国 四 国
男 女 計 男 女 計 男 女 計N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ N ％

　1月　2 12．1

7．7

5．4
．7

．7

．0

．7

5．4
．0

．7

5．4

．0

5．4
．0

14．3
8．6

．0

．0

4．3

．1

．0

．0

．0

1．4

．0

4．3
10

11．1
2．2

．7

．7

．4

．4

．4

．0

．7

8．5

．0

4．8
．0

　　0
6．7

6．7

6．7

0．0

0．0

6．7

0．0

0．0

0．〇

〇．0

3．3

0．0 0

0．0

0．0

0．0
．0

．0

．0

．0

．0

．0

．0

．0

．0

．0

00020

0．0

5．0

5．0

2．5
．0

．0

2．5
．0

．0

．0

．0

5．0
．0

001

　　0
　0

3．3

0．0

3．3

3．3

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．O

O．0

00010

　0．0
25。0
0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0，0

5．0

0．0

0．0

4．3

2．9
．0

4．3

4．3
．0

．0

．0

．0

．0

4．3
．0

計 ・31・・…1・411・…1271・・…1611・…1211・…181・・・・・　・・…1・・…1可・・…
31 41

計
男

N

　1月
　2
　3
　4
　5

　6
　7
　8
　9

10

11
12

記なし

％

10．0
27、1
11．4
5．7

5．7

7．1

5．7

0，0

2．9

2．9

10．0
11．4
0．0

女
N
10
18
12
2
5

6

0
3
7

1
6
0

％

12．8
23．1
15，4
2．6

6，4

7．7

10．3
0．0

3．8

9．0

1．3

7．7

0．0

計
N
17
37
20

6
9

11
12

0
5
9

8
14
0

％

11．5
25．0
13．5
4．1

6．1

7．4

8．1

0．0

3．4

6．1

5．4

9．5

0．0

計
7・1・・…1 781・・…1・4811・…
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内藤他＝乳児の突然死に関ずる研究

第4表 S，1．D．の発生に及ぼす条件（死亡月齢）一①

〔昔＋±群〕（全体）

死亡月齢

　　8～30d
lm 1d～

2mld～
3mld～
4mld～
5mld～
6mlld～

7姐d～
8mld～
9mld～
10mld～
11m：1d～30d

記なし

1計

男

N ％

70　11，0
1工1　17．5

76　12．0

63　9．9

100　15．8

67　10．6

41　6．5
33

5．2

22　3．5

21　・3．3

工7　2．7

13　2．1

　0　0．0

女 計

N
％　N

70　 13．2　140

76　　14，3　187

51
9，6127

54　　10．2　117

81　　15．3　181

58 io．9125

52　、 9．8　　93

26　4．959
20　3．8　42
20　　 3，8　　41

10　1，9　27
12

2・325

0・0．0　0

％

12．0

16．1

10．9

10．1

15．5

10．7

8．0

5，1

3．6

3．5

2．3

2，一

〇．0

6341・・…153・119…1・・6411・…

殊に4ヵ月児が最も多く，全体でみると15，5％，⑭群

でみても，4カ月児は19，4％を占めている（第4表「②）。

　⑤死亡発見時刻

第5表に示すように，特に深夜，早朝に多いとは云え

ない。今回φ調査ではむしろ午前10時が6。3％と最も多

かった。昨年北海道，九州の調査では，午前5時と午後

4時が夫々 7．0％で最も多かった。（第5表一①②）

　⑥死亡場所
　突然死で昂るから当然自宅で死亡する場合が多く，全

体でみると第6表一①に示すように。自宅58．8％，病院

24，6％であ．り，⑪群そみると自宅が70，9％病降17，4％，

その他輸送途中の救急車内等が5，2％となっている（第

6表一②）。

　⑦家庭の主な職業

　一般に低所得者層に多く発生するといわれるが第7表
　①②にみられるように常用勤労者エ（White　CQlour）・

常用動労者五（BLueCobur）炉多くなっていう。

第4表　S，1，D，の発生に及ぼす条件（死亡月齢）一②　（昔，＋，±，群比較〕
小数第2位四捨五入

死亡月齢

什 十 ±

男 女 計 男 女　 計 男一 女、　　計・

平Nl％ NI％ Nl％ NI％ N　％ N　％ Nl％民1 ％

　　　8～30d

　lmld～

2mld～・

・3mld～・

』4mld～

』5mld侶

．6ml　d鯉

7mld～
．8mld～『

・19mld～

110mld～1

111mld～βOd

　詑なし

27　6．2　33

』66 戸・2、2i

57　13，1　　37

48↓1・132

82　18，9　　68

49　11．3　　48

・32 7．4　　33

24　5．5　16

16［3．7 15

14
3．212

12　2，8　6

　71，年　9

　09，0　0

9．7　　60　　7．8

9． 1　　97r12．5

10．9　　94　工2。1

9．4　　80　10。3

20．0　150　19．4

14，1　　97　12．5

9．7　　65　　8．4

4．7　　40　　5，2

4．4314』0

3．5　　26　　3．．4

1．8182．3

2，6　1弓　2，1

q，0　00・ 0

32

27

13

10

13

12

6

5

4

3

2

3

0

24，6

120忙81

10』0

7．7

10．0

9．2

4，6

3．8

3．工

2，3

．L5

2、・3

0．0

26　23．2　　58　24．0　　11

2320・昏 50　18
10／18・9 231警・5．』6

13 11．6・ 23　つ9．5・　5

8 7，1 21　18，7　㌧ 5

4 3．6．r16　 6．6”6

g　r8．0　　工5　　6，2　、．3

5 4．5・1q』4、1 4

4』 3酢6ト83酢3 2

7 6．言： 104．1 4

21．841．7．3
1．0』9： 4耳，7

、』 、3

00■0
．010，0、『 0

15．7

25，7

8．6

7．1

7．1

8，6

4．3

5＾7

2．9

5．7

4．3

4．3

0．0

11

22：

4

9

5

6

10

5

1
r1

2

2
10

14．1

28．2

5・ 1
1L5

6．4

7．7

工2．8

6．4

1．3

113

2，6

2．6

0．0

22
14」9

40

101

14

10

12

13、

9

3

5

5

5

0

27。O

G，8

9．5

．6，8

8．1

8．8

64

2．0

3．4

3．4

3．4

0．0

計
4341・・伍・134・11・軌・177411・砺・113・11圃・12［・・軌・ll2421・叫』7・11・砿・1781・α・1・4白i・q昭
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　　　　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

第5表一① 死亡発見時刻　〔朴，＋，±全体〕

第12集

死亡発見時刻 男 女 計N ％ N ％ N ％

1　AM
28

4．4
23

4．3 51
4．42 28

4．4 18
3．4 46

4．03 32
5．0 22

4．2 54
4．64 32

3．5 21
4．0 43

3．75 32
5．2 26

4．9 58 5．06 27
4．3 32

6．0 59
5．17

8
9
10
11
12

19
24
33
44
37
25

3．0

3．8

5．2

6．9

5、8

3，9

21
17
30
29
27
19

4．0

3．2

5．7

5．5

5．1

3，6

40
41
63
73
64
44

3．4

3．5

5，4

6．3

5．5

3．8

I　PM2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

23
26
25
33
39
27
25
12
14
13
22
24

3．．6

4．1

3．9

5．2

6．2

4．3

3．9

1．9

2．2

2．1

3．5

3．8

27
25
19
24
22
19
16
28
14
9

22
20

5．1

4，7
3．6

4，5

4．2

3．6

3．0

5，3

2，6

1，7

4．2

3．8

50
51
44
57
61
46
41
4Q
28
22
44
44

4．3

4．4

3．8

4．9

5．2

4．0

3．5

3。4

2．4

1．9

3．8

3，8

記な　し 0 0．0 0 O．O 0 0．0

計 634
100，0 530

100．0 1，164 100．0

第5表一②　死亡発見時刻　〔什，十，土群比較〕

什 1 十 1 ±購li
男 女 計 計 圧1N N ％

N男 lN 吝％
N ％ N ％ N

女％

AM1 16
3．9 上7 5．0

33
4．4 9　6．3

3’

2．7
12

4．6 3 4．3 3 3．8 6 4．12 20
4．6

13
3．8

33
4．2 6　4．7 3 2．7 9 3．8 2 2．9 2 2．6 4 2．73 19

4．3 12
3．5

31
4．0 7　　5．5’ 5 4．5

12
5．0 6 8．6 5 6．4

11
7．44 14

3．2 14
4．1

28
3．6 6　4．7 7 6．3 13

5．4 2 2．9 O 0．0 2 工．45 23
5．3

16
4．7

39
5．0 7　　5．5 5 4．5

12
5．0 2 2．9 5 6．4 7 4．76 14

3．4
17

5．0 31
4．1 9　6．3

10
8．9 19

7．5 4 5．7 5 6．4 9 6．17 7 1．6 8 2．3 15
1．9 6　　4．7 7 6．3 13

5．4 6 8．6 6 7．7
12

8．18 13
3．0 13

3．8
26

3．3 7　　5．5 4 3．6 11
4．6 4 5．7 0 0．0 4 2．79 24 5．．5 23

6．7 47 6．0 5　　3，9 4 3．6 9 3．8 4 5．7 3 3．8 7 4．710 29
6．6

15
4．4

44 5．6 10　7．9 4 3．6
14

5．9 5 7．1 10． 12．8
15

10．1u 31
7．1

24
7．0 55

7．1 5　　3．9 3 2．7 8 3．3 1 1．4 0 0．0 1 0．712 20
4．6

12
3．5

32
4．1 0　　0，0 5 4．5 5 2．1 5 7．1 2 2．6 7 47

PM1 15
3．7

18
5．3

33
4．4 5　　3，1 3 ．2．7 8 2．9 3 4．3 6 7．7 9 6．12 18

4．1
17

5．0 35
4．5 』4　　3，1 4 3．6 8 3．3 4 5．7 4 5．1 8 5．43 20

4．6 13 3．8． 33
4．2 3　　2，4 4 3．6 7 2．9 2 2．9 2 2．6 4 2．74 28 6．4 16

5．0 44 5．8 5　　3，9 4 3．6 9 3．8 0 0．0 4 5．工 4 2．75 24
5．5

16
5．0 40 5．3 12　9，4 2 1．8

14
5．9 3 4．3 4 5．1 7 4．76 23

5．3 13
3．8 36

4．6 4　　3．1 4 3．6 8 3．3 0 0．0 2 26 2 14
16

11

14

8

3．7
．8

．5

．3

．2

4

2．6
．8

．0

．8

．2

．0

劉翼 3．2
．7

．3

．1

．2

．5

llil

翻

593293

4．5
．0

．7

．8

．0

．7

11
243174

4．6
．0

．7

．3

．1

．7

4．3
．4

．9

．3

．0

．1

2．6
．7

．1

．3

．6

．0

3．4
．7

．1

．7

．4

4
記なし1！

・1 …1 ・1 　10・OI 0 …1 ・い・・1 ・1 …1 ・1 …1 ・1 …1 ・1 …1 ・1

0．0

計
ll4341

1・…1 34・1 1・…1
7741

1・…1 13・11・…1
1121

1・…1
2421

1・…1 7・1 1・…1
781

1・…1
1481

100．0
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内藤他；乳児の突然死に関する研究

第6表一①　死　亡　場　所　〔全体　（什，＋，±群）〕

死亡場所
男 女 計

N ％ N ％ N ％

痛　　　　院

療　　所

助　　産1 所

．自　　　宅

　　の　　他

　　な　　し

150 23．7

1．7

∋0

594

．5

・9

1串6 25．7

1， 5、

．2

8． 54，2

1

0・q．

、286，

35

24．6

1．6・

O．1』

8，81

0．0

計
634 100．0

530 100．0 ・1，164 100．0

第6表一②死亡場所〔升，十，±群比較〕

死　亡　場　所

昔　　　　　　　　　　　　　十

男 女 計　　　男 女、騰霧需騰N ％ N ％ N
％　N ％ N

病　　　　　院

　　療 　所
　　産　　所

　　　　　宅

　の　　他
　　な　　し

75

70305

27

17．3
．2

．0

α3

．・

　60
22

　1

244

13

． 0、0

17．6
．5

0．3

1．8

．8

0．0

135　17．4

6，3

0．1

70．9

5．2

0．0

49

904750

37．7

2．3

．0

6．2

．8

．0

46

203680

41，195

9，651
．O

O

．39．3

1．1

．0

4ゼ3、

．4

50

26

0

　37．1

25．7

0．0

麗．9

3 、4，3

0．0

30

703010

38．5

1．8

．0

8．5

．3

．0

5β

5
0534

0

37．8

3．6

．0

5．8

70．0

計

1團1・軌・134・圓7741・・軌・”・3・1・・砿・1・・21…1・國圃7・11q“・国一811・⑳

第了表一① 家庭の主な職業　〔全体（什，＋，士群）〕

業
男 女 計

職　 　　栗 刈％ N ％ NI％

専．　　　業

．兼　　r　業
自　営　業
常用勤労者工

常用勤労者五

そ　1の　他

不　　　　明

記　な．し

46　7．334　6，480

6710．646 r8．7113
72　　11，4　　75　　14．2　147

1gQ 30．014226・8332
174　　27．4　174　　32。8　348

83　　13．1　　58　　10．9　141

2　0．3　1　0．2 』3

0　0。0　0　0，0　 0

6．9

9．7

12．6

28．5

29．9

12，1
0．

0．

31． 1

0

計 634100．0530100．01164100・0

3）乳児突然死の死亡診断名及び剖検例

　①死亡診断名1
　国際疾病分類（ L　C，D，）基本分類衷を参考にすれ

．ば，突然死は大分類項XW群の，　“症状球び診師名不明

確の状態’1の項目で，更に細項目番号7％Sudden　Dea－

th（Cause　Unknow躯）．日本語では頓死（原因不明）≧

『なっ七いる読亡診酩（死亡診騨セこ輝される醸

死因名）は必ずこの分鋤タイトルの解壱こ坊切れ

rばならないというわけではないが・通常我が願の医学倉

で扇いられている傷病名が記入される。然し今回の調葦

で螂死としてとりあげたものの死聯断名綿ると豊．

第8表のように多種多様である。

　突然死という死亡診断名の内訳をみても，乳児突然死レ』

小児突然死，原因不明の頓死，原因不朗㊨急死，不詳急』
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第了表一②家庭の主な職業　〔什，十，±群比較〕

　　！　　朴　　　　　＋職梁 識N女％IN悔N傷N瀾N計
士

1％N男1女　計
専　　　　農

　　　農

　営　業
用勤労者工

用鋤労者π

　 の　他
　　　　明

　な　　し

31
7．1

L1

0．4

0．6

7．0

3．4

．5

．0

18
5．3

．5

5．0

7．6

1．5

1．8

．3

．0

49
6．3

．9

2．4

9．3

8．9

2．7

．4

．0

6．6

1．5

4．6

2．3

3．1

1．5

．0

．0

10
8．9

．9

1．6

5．0

7．5

．0

．0

．0

19
7．9

0．9

3．2

8．9

9．8

．1

．0

．0

8．6

．7

1．4

1．4

8．6

4．3

．0

　　　6

　　7
　11
　20
　25
　　9
　　0

，0　0

7．7

．0

4．1

5．6

2．1

1．5

．0

．O

12
8．1

．4

2．8

3．6

5．1

2．8

．0

．0

琳　　　II　I　　I　I　I I　　II　　l　　I　　I　　I 1　　　 l　　　I　　　I　　　I計　II43411・…134・11。…177411・・，・II13・

％
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1％

！1・…1・1211…。124211・…II7・11・・，・178！1・・，・

N ％

1・48『1・…

第8表死亡診断名　〔升，＋，士群比較〕

什

十

＝ヒ

計

男

女

計

％

男

女

計

％

男

女

計

％

男

突窒心肺呼気上喘
　　　　吸管気然　　不
　　　　不

支 道

死息全炎全炎炎 息

．21372　36　0　3　．0　0　0
17298　％　0　1　0　0、0
38　670　60　0・4　0　0　0

14・986・67・80・00・50・00・00，00000010000011000
0　15　64・38　6　0　1　0
0　14　53　28　7　0　2　0
0　29　117　66　13　0　3　0

・0・012・048・327・35・4　0L20，01708000404251000
0　0　22　35　2　4　1　1
1　1　19　48　1　2　1　0
1　1　

41

83　3　6　2　1
0・70・727・756・12・0 4・11．40．72000000700411000
21　387　122　73　11　4　2　1

％　3・36L119・31L51・70・60，30，20300020300131000

女　工83139676gl23 ・52。。1553、％3・458・91＆・・4，3L7！・．4・，6・．・・9。4。。。。。2。91。。。

計　39700218　149　20　6　5　1
％　3・460・118・712・81・70，50，40．10602010201111000

消化不良症
腸重積 先天性心疾患 生活力不全 未熟児

他 計

ll

剖
lI lI ll lI

434

40

鋼α1
αll砿ll

lI li ll ll ll
130
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Lll

凋
砿ll

凋副、脇
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死，急性死，乳児急性死，急死症候群，急性心死，急性

心臓死（推定），心臓死（急性死）〆ショック死ヂ急性気

道閉塞（急死），小児急疵（急死）等いろいろの診断名

がっけられている。

　心不全と診断名のつけられているものの中にも状況欄

記載事項等をみると，突然死といった方が適当と思われ

るものがある。例えば一

〔例（1）〕4カ月女子，死亡時刻；推定午後5時。発病か

ら死亡までの時間：不詳。状況欄：子どもが哺乳後吐い

ていたのを注意せず仕礁に出た後様子が悪いのに気付い

た。　　　　一　　　　　　　’

〔例（2）〕6カ月男子。死亡時刻 ：午前；時推定。発病か

ら死亡まで推定数分る状況欄＝12月2日午後6時頃哺乳

して寝かせた。12月3貝朝死すして冷却唖直していたも

のo

　又初診時既に死亡。それ迄元気であったというように

記載にあるが，死亡診断名とレては心不全と轡かれてい

るものもある。

　呼吸不全と診断名のつけられているものの中には，状

況欄をみると，子どもに乳をゆませ，ベッドにねがぜた

後外出し，30分後帰宅したら呼吸停止していたと記載さ

れているものもある。

　肺炎，気管支炎，腸重穣症ρ疑等の診断名がつけ今雑

ていても，発病から死亡までの時間が数分とか不詳と樫

かれ，状況欄にも2日程前から風邪気味とか，嘔吐直後

死亡等と欝かれ，肺炎，腸重積症等推定と記載され，突

然死の疑われるものもある。1

　死亡診断名その他の項目の中には，てんかんの疑とし

て，次のような例がある。8ヵ月女子。死亡時刻＝午前

0時頃。発病から死亡までの時間不明。一 況欄ふとんに

仰臥していたが，母親が手を突っぱづているのに気付い

て，抱き上げた時は意識なくぐったりとし七いたとい
‘う。

　又窒息という診断名はかなり多いが，他殺による窒

息．明らかに不慮の事故によると思われるもの等を除き．

乳児突然死としてとりあげてみた。死亡診断魯の直接死

因の原因欄並びに状況欄記載窮項から，r窒息の原因を第

9表のように分けてみた。

　不明窒息の例をみると，〔例①〕寝かせてありた子ど

もを見た所死亡していた。〔例②〕授乳後母外出。30分

後帰宅したら死亡していた。〔例③〕6ヵ月男。死亡時

刻＝午後1時。発病がら死亡まで1日。状沸欄： 郵設託

児所の6畳の問のベッドに寝ていた。正午前泣くので寝

がせ，午後0時45分頃ミルクを与えようとしてゐぞ》～だ

所様子がおかしいので，救急車で病院に運んだが，病院

第9表窒息の原因
不闘窒息 フト

ン窒息

』吐

吸引

圧迫窒息 うつ

ぶせ窒息

計”

什

男　　22、

　　25

63

54
真23

16

38

5
126 　372－

78’298

計　　47
117

　　　　　239
．0　　17．51　35．7　　　9，4

63
204．

670

0．4　工00．0

十

男　　　　7　　　　　01　　　6　　　　　1　　　　 0　．　　14

　　6’　0　 6　　2　　1　　15・

計 13　0　12　3　1・二29
144，8　0乙　41．4　10。3 3，4・100，0

士

　i
　　0　 O　　O　　O　　O　　O
　　1　　0　　0　　0　　0　　1

計　　1　　0　　0　　0 　0　　1
　100．01．0　0　0　01100・0

計

男　29　63　129　39　126
　　75　16．333．410，132・7

386

00．0

家

％

32　・　　54　　　122　　　　27　　　　79

10．2　瓢17．1　 38．9　　　8．6　　25．2

314

100．0

計

、％

61　　　117　　 251　　　　66　　　205

ポ7　1　　　　　　35．9　　　9．4　　29，3　　　16．7

700

00．0

一　〇

にづいた時は死んでレ～た。〔例④〕午前10時母親が』ミル

クを与馬その後静かに眠っていると思っていた魁午

後4時江なっても泣かないので，みたら呼吸が止ってい

たポ

　7・トソ窒息によるものの例として，〔例①〕脚寝中フ

トンにて窒息と推定する。 〔例②〕11ヵ月男。死亡時刻

午後6時推定。㌧ 母親参無がづいた時，すでにフトンの中

牽ぐったりしていた。 〔例③〕4ヵ月男。死亡時劃＝午、

前5時頃。瑛酵方ブトン比おおわれているのを発見。

　吐乳蚊引例，”〔例①〕2カ月女。死亡時刻＝午前5時¢

2，3日前から風邪気味。吐物が気管に入り窒息したの

ではなかろうか。 〔碗②〕’2カ月男。死亡時刻；午後2

時。授乳直後，突然子どもゐ異常に気付き，救急車を要

請する。救急隊員にまると，到着時子どもは呼吸停止，

口唇チアノーゼ，f蒼白1直ちに口中の吸引を行い∫酸素

吸入しながら輸送すし来院時既に心停止。呼吸停止b・眺

孔反射なしゲ　 ー一
　』 1”

）
一圧迫窒恩の例、〔例①〕 2ヵ月女。死亡時刻』3・推定午
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前0時。添寝中母親におさえつけられ窒息したのではあ

るまいか。　（剖検所見＝肺響血ポ水腫，膨満，気道内泡

沫状液体）。　〔例②〕2 ヵ月女。死亡時刻＝午前3時。

（推定）。自宅2階の寝室 で両親の間に寝かせておいたが

朝，母親が目をさました時死亡しているのを発見した。

〔例③〕4カ月男。死亡時刻；午後4時。発病から死亡

迄約15分。授乳中舌根下降，鎌道圧迫閉塞を起したもの

と考える。（剖検所見欄：舌の発育不全，咽頭内舌かん

とん状態〉。』

　うつぶせ窒息例。　〔例①〕8ヵ月男。死亡時刻：午前

10時。布団に寝かせ母親が外出。帰宅した所侑伏せで死

亡していた。〔例②〕6ヵ月女。午後9時過ぎ就寝させ

た。10時少し前頃，ふとんから畳の上に出てうつ伏せに

眠っていたので，寝せ直す為抱いた所ぐったりしていた。

〔例③〕ミルクを午後1工時過ぎのんで眠り，早朝5時40

分頃，・うつぶせで死亡しているのを発見。

　②剖検例所見

　乳児突然死例1，164例中剖検の行なわれたものは第10

表に示すように103例（8，8％）であった。

第10衷解剖例

計剖検
D数

奇形や心疾患，急性感染症，出血，中礎等の剖検所見は

殆ど得られなかった。

皿　考 按

県 別

131東京

14神奈川

27大阪

28兵庫

21岐阜

26京都

計

剖検例／

　　／S工D数

　　％．

朴

36

28

24

4

工

1

94

94／

／774

12，1

十

4

2

0

1

0

0

7

7／

／242

3．0

圭

2

0

0

0

0

0

424 1。54α・％

3・3
44似5

％咳261駄・

5

1

1

5／

／69
1／

／29
1／

／25

7．2

3．0

4．0

21・・3

2／

／148

1．3

103／
　／1164

　8．8

　司法解剖鵬よるものが多いが，死亡診断密の解剖主要

所見欄記載蛮項からみると次のようなも㊨が多い。

　即ち血液は暗赤色流動性。諸臓器雀血。温血点。脳浮

腫等の窒慰死り所見を呈するものが多い。その他の所見

嫉例取は少ない魁不明。胸腺肥大。副腎低形成。後鼻

腔リソパ腺肥大による内腔狭少化。肺炎。舌発育不全に

よる咽頭内舌かんとん。等がみられ，今回の調査では，

　S．U．1．D．発生頻度は，今回の調査では，日本全国

的にみて，乳児人口工万人対6．8人，出生児1468名に対

して1名の割にみられ，乳児死亡の6．4％であった。昭

和47年内藤，松島が始めて我が国に於けるS．1。D，発

生頻度調査を行ったが，その時の報告，乳児1万人対

5．6乳児（1769人対1人）にくらべやや多くなっている。

然し，まだ欧米の報告に比べると低値である。これは突

然死の診断そのものが正しく行なわれがたいものであ

り，殊に我が国に於ては，突然死の凄について一般にま

だ余りよく知られていない為と考える。

　疫学的調査からは，従来云われているように女児より

男児にやや多く・年齢も諸家の説と一致して，生後6カ

月以下の乳児が大部分（83．3％）を占める。

　季節別では従来の報告ではかぜのはやる冬に圧倒的に

多く，このこ≧から呼吸羅感染が突然死の原因因子の一

つとして考えられたが，今回の調査では夏にも多い事を

示している。

　死亡発見時刻について，S・口・1・D・はCQt　Deathとも

Crib　Deathとも云われるが，両親の寝ている時問，殊

に深夜から早朝に発生することが多いと云われている。

然し，今回の調査では乳児が寝ている時間なら何時でも

発生することがうかがえた。

　死亡場所は突然死であるから当然病院よりも自宅の方

が多い。

　又，一般に低所得者層に多く発生するといわれるが，

常用勤労者家庭に多かった。

　出生時体兎は低いもの程，殊に未熟児に多く，又，栄

養方法も母乳栄養より人工栄養に多いと云われるが，今

回の調査では集計出来なかった。

　突然死の原因としていろいろな仮説がある。古くは胸

腺リンバ体質が提唱せられ，副腎機能不全，感染と免疫，

胸腺との関連性，無ガソマーグロブリソ血症の問題，或

はDesquamating　Broncho　Bronchiolitis・（象II脱性気

管支細気管支炎）間質肺炎等の呼吸器感染，吐乳吸引に

対するアレルギー，アナフィラキシーショック、或は

EndQcardiaI　Fibroelastos玉s，Coronary　Sc里erosis等，

心疾患が基礎にある場合の急性化，心筋内カルシウム低

値，Q・丁時間延長等心機能に関連した説，Laryngo・

spasmusやMetabolicな原因等々かなり多数の仮説が

あげられる。
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　また，突然死という診断名の代りに，窒息死という病名

がしばしば用いられている。しかもその窒息の原因にう

つ伏せというのがかなり多いが，Tonki雄の述べている

ように，鱗Il学的に気道が狭く下顎が鋤性曙む幼若

乳児にとっては腹臥位という姿勢も黛道閉塞の一つの誘

因になり得るであろう。児を寝かす際欧米では早くか

ら腹臥位をとらせるが，欧米の2～3ヵ月児の突然死の

多いのは，これが一つの原因になっているであろうか。

いづれにしても，乳児突然死の原因としてはヤ》ろいろな

因子が考えられる。

　IV　結　　　論

　昭和49年日本全国（本州，四国全都府県）に於ける乳児

突然死発生頻度は，乳児人口1 万人対6。8人，出生1468

名に対し1名の割に見られ，乳児死亡の6，4％であった。

　疫学的にみると，S・U・LD・は女より男に多く♪生後

6カ月迄が83．3％を占めており，4ヵ月にそのピークが

ある。死亡時刻は特に夜間に多いとは云えず，睡眠中で

あれば何時でも発生する事がうかがえたρ冬季と夏季に

多く，場所は病院より家庭の方が起こりやすい。

　原因不明の乳児突然死に遭遇して，診断名を決定する

のに当惑し，肺炎，心不全，窒息死等として診断書に記

載されることもあるが，慎電でなければならない。
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